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議
員

行
政
運
営
の
簡
素
・

効
率
化
の
推
進
な
ど
を
柱
と

し
た
第
四
次
行
政
改
革
が
十

四
年
度
か
ら
の
三
か
年
で
終

了
し
た
が
、
そ
の
実
績
と
今

後
の
行
財
政
改
革
に
向
け
て

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長

効
率
化
、
ス
リ
ム
化

の
面
で
は
定
員
適
正
化
に
よ

る
職
員
数
の
削
減
、
施
設
や

病
院
給
食
業
務
等
の
民
間
委

託
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
は
Ｉ

Ｔ
利
用
に
よ
る
公
共
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、

協
働
の
面
で
は
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
が
あ
る
。

厳
し
い
時
代
潮
流
の
中
で
は
、

さ
ら
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
と
考

え
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
第
五

次
行
政
改
革
（
ひ
ら
つ
か
改

革
プ
ラ
ン
）
を
十
七
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

議
員

第
五
次
行
政
改
革
実

施
計
画
の
重
点
取
り
組
み
項

目
の
中
に
あ
る
現
業
職
員
の

採
用
ゼ
ロ
、
人
事
裁
量
権
の

拡
大
、
公
共
施
設
の
開
館
日

等
の
拡
大
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
を
聞
き
た
い
。

市
長

現
業
職
員
の
採
用
ゼ

ロ
は
、
業
務
体
制
の
見
直
し

や
民
間
委
託
な
ど
に
よ
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上

に
努
め
な
が
ら
、
効
率
的
な

業
務
体
制
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。
人
事
裁
量
権
の
拡
大

は
、
限
ら
れ
た
人
的
資
源
を

効
率
的
か
つ
重
点
的
に
活
用

で
き
る
よ
う
、
部
長
の
裁
量

権
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、開
館
日
等
の
拡
大
は
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
中

心
に
、
経
費
的
効
果
や
職
員

の
勤
務
体
制
を
踏
ま
え
、
現

在
、
市
民
満
足
度
の
観
点
か

ら
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

議
員

今
年
三
月
に
総
務
省

が
示
し
た
「
新
地
方
行
革
指

針
」
に
基
づ
く
集
中
改
革
プ

ラ
ン
に
、
本
市
は
ど
う
対
応

す
る
考
え
な
の
か
聞
き
た
い
。

市
長

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会

に
お
け
る
厳
し
い
地
方
行
財

政
状
況
に
備
え
、
よ
り
ス
リ

ム
で
効
率
的
な
行
政
運
営
に

向
け
た
改
革
を
進
め
る
も
の

で
、
各
自
治
体
が
事
務
事
業

の
再
編
、民
間
委
託
の
推
進
、

定
員
や
給
与
の
適
正
化
な
ど

の
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年
度

を
実
施
期
間
と
し
て
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
。
既
に
第
五

次
行
政
改
革
実
施
計
画
に
あ

る
職
員
の
一
〇
〇
人
削
減
や
、

給
与
の
適
正
化
も
合
わ
せ
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
整
合
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

議
員

広
域
行
政
の
課
題
も

含
め
、
自
治
体
が
独
自
性
を

発
揮
す
べ
き
時
期
と
考
え
る
。

本
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
で

施
策
展
開
に
当
た
っ
て
い
く

の
か
伺
い
た
い
。

市
長

地
方
公
共
団
体
が
、

自
ら
判
断
し
、
実
行
に
移
し

て
い
く
自
主
自
立
の
行
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

継
続
的
な
発
展
が
可
能
な
都

市
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
も
、

創
意
工
夫
を
重
ね
た
施
策
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
必

要
な
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、

広
域
的
な
取
り
組
み
も
視
野

に
入
れ
、
効
率
的
・
効
果
的

な
推
進
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

行
政
評
価
制
度
の
中

で
、
特
に
政
策
評
価
に
は
、

第
三
者
機
関
や
住
民
に
よ
る

中
立
的
・
客
観
的
評
価
を
加

え
る
制
度
の
検
討
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長

こ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
な
か
っ
た
段
階
ま
で
の
評

価
を
早
急
に
行
う
こ
と
は
困

難
で
あ
る
の
で
、
本
市
で
は

ま
ず
、
事
務
事
業
評
価
か
ら

取
り
組
み
、
評
価
結
果
を
市

民
に
公
表
す
る
こ
と
を
第
一

目
標
に
し
た
い
。
こ
の
段
階

で
の
見
直
し
を
重
ね
な
が
ら

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
い

く
過
程
で
、
外
部
評
価
の
位

置
づ
け
を
明
確
に
し
、
実
効

性
の
高
い
方
法
を
検
討
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

本
市
が
推
進
し
て
き

た
協
働
の
進
捗
状
況
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

助
役

市
民
と
の
協
働
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
自
治
基
本
条
例

や
次
期
の
総
合
計
画
の
検
討

作
業
な
ど
、
市
民
参
画
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
会
議
等

が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
実

践
面
で
も
、
中
小
企
業
支
援

の
事
務
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委

託
し
た
こ
と
、
地
域
協
働
型

防
災
訓
練
を
実
施
し
た
こ
と

な
ど
が
実
績
と
し
て
あ
げ
ら

れ
、
協
働
が
確
実
に
定
着
し

て
き
た
と
考
え
る
。

議
員

今
後
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
企
業
等
と
協
働
を
進
め

て
い
く
際
に
、
基
準
や
ル
ー

ル
づ
く
り
が
必
要
に
な
る
と

思
う
が
、見
解
を
聞
き
た
い
。

助
役

今
年
五
月
、
職
員
に

向
け
て
「
市
民
と
の
協
働
を

推
進
す
る
た
め
の
指
針
」
を

策
定
し
た
。
実
践
の
推
進
と

並
行
し
な
が
ら
、
指
針
を
補

足
す
る
実
務
面
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
整
備
も
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

協
働
の
機
能
や
成
果

を
チ
ェ
ッ
ク
・
検
証
す
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
か
。

助
役

協
働
に
よ
る
効
果
的
、

効
率
的
な
運
営
な
ど
に
つ
い

て
検
証
・
評
価
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
成

果
の
よ
り
高
い
協
働
を
目
指

す
面
か
ら
も
、
検
証
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

議
員

住
民
基
本
台
帳
の
閲

覧
等
に
関
す
る
事
務
取
扱
要

領
が
改
正
さ
れ
、
閲
覧
回
数

や
件
数
、
閲
覧
申
請
に
必
要

な
添
付
書
類
の
見
直
し
、
閲

覧
さ
れ
る
リ
ス
ト
の
順
序
の

並
べ
替
え
等
が
行
わ
れ
た
。

要
領
改
正
後
の
閲
覧
状
況
と

効
果
、
今
後
の
見
通
し
を
聞

き
た
い
。

市
民
部
長

平
成
十
七
年
七

月
一
日
に
事
務
取
扱
要
領
の

改
正
を
行
い
、
八
月
分
か
ら

の
閲
覧
に
適
用
し
て
い
る
。

適
用
前
の
七
月
の
閲
覧
実
績

は
、
一
八
件
、
六
四
九
九
人

分
で
、
う
ち
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
関
係
が
一
五
件
、
六
四

五
七
人
分
あ
っ
た
も
の
が
、

八
月
は
九
件
、
六
六
九
人
分

で
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
関

係
は
六
件
で
四
八
九
人
分
と

な
り
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

関
係
の
閲
覧
は
毎
月
五
件
程

度
と
予
想
し
て
い
る
。

議
員

要
領
の
改
正
を
行
い
、

手
数
料
を
「
一
冊
に
つ
き
二

二
五
〇
円
」
か
ら
「
一
人
に

つ
き
三
〇
〇
円
」
と
し
た
こ

と
で
、
個
人
情
報
は
保
護
で

き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長

他
市
で
、
業
者

を
装
っ
た
個
人
が
住
民
基
本

台
帳
を
閲
覧
し
、
情
報
を
悪

用
し
た
事
件
を
踏
ま
え
、
本

市
で
は
、
法
人
に
は
法
人
登

録
簿
の
写
し
、
個
人
に
は
営

業
証
明
書
の
提
出
を
義
務
づ

け
、
さ
ら
に
閲
覧
請
求
書
に

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
送
付

す
る
内
容
物
の
添
付
を
義
務

づ
け
た
。
ま
た
閲
覧
リ
ス
ト

の
並
び
順
を
同
一
地
区
内
全

体
の
氏
名
で
の
ア
イ
ウ
エ
オ

順
と
し
、
世
帯
の
類
推
を
分

か
り
に
く
く
し
た
。
こ
れ
ら

に
よ
り
、
情
報
を
悪
用
す
る

な
ど
の
意
図
で
住
民
基
本
台

帳
を
大
量
閲
覧
す
る
行
為
は

排
除
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

今
後
の
閲
覧
状
況
に

よ
っ
て
は
、
大
量
閲
覧
を
原

則
禁
止
す
る
条
例
を
制
定
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

市
民
部
長

現
行
の
住
民
基

本
台
帳
法
が
「
何
人
で
も
閲

覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
そ

の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
条
例
の

制
定
は
難
し
い
と
考
え
る
。

国
は
「
住
民
基
本
台
帳
の
閲

覧
制
度
の
あ
り
方
を
見
直
す

検
討
会
」
か
ら
の
最
終
報
告

を
基
に
方
針
を
決
定
す
る
と

思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
国
の

動
向
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

議
員

市
民
の
信
頼
を
損
な

う
職
員
の
不
祥
事
が
新
聞
等

で
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
過

去
五
年
半
に
行
わ
れ
た
懲
戒

処
分
の
件
数
と
人
数
、
処
分

内
容
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

五
年
半
の
間
に

合
計
で
二
〇
件
、
二
八
人
の

処
分
を
行
っ
た
。
内
容
は
、

欠
勤
や
職
場
内
秩
序
び
ん
乱

（
暴
力
行
為
）
等
の
一
般
服

務
規
律
違
反
、
公
金
の
不
適

正
処
理
等
、
お
よ
び
公
務
外

の
非
行
と
し
て
、暴
力
行
為
、

器
物
損
壊
な
ど
で
あ
る
。

議
員

懲
戒
処
分
の
決
定
方

法
や
公
表
基
準
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

企
画
部
長

処
分
に
付
す
べ

き
事
案
と
判
断
し
た
場
合
、

「
平
塚
市
職
員
の
分
限
及
び

懲
戒
等
審
査
委
員
会
」
に
諮

問
し
、
審
議
結
果
の
答
申
を

受
け
た
任
命
権
者
が
処
分
を

決
定
す
る
。
ま
た
公
表
基
準

に
よ
り
、
所
属
部
局
、
職
名
、

性
別
、
年
齢
、
処
分
年
月
日
、

非
違
行
為
の
概
要
、
処
分
内

容
を
公
表
し
て
い
る
。

議
員

職
員
の
不
祥
事
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
発
生
防

止
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

企
画
部
長

不
祥
事
の
発
生

は
市
全
体
の
信
用
を
失
墜
さ

せ
、
公
務
運
営
に
多
大
な
支

障
を
来
た
す
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
各

服
務
通
達
や
部
長
会
議
等
で

職
員
に
指
導
し
て
き
た
が
、

今
後
も
重
ね
て
指
導
徹
底
に

努
め
て
い
き
た
い
。

今
定
例
会
の
総
括
質
問
で
は
、
行
政
改
革
の
検
証
や
平
成
十
八
年
度
の
予
算
編
成
の
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、
合
流
式
下

水
道
の
完
全
分
流
化
や
真
田
地
区
等
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、
環
境
の
分
野
で

は
、「（
仮
称
）
平
塚
市
さ
わ
や
か
で
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
骨
子
案
や
ア
ス
ベ
ス

ト
問
題
に
つ
い
て
、
福
祉
の
分
野
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

教
育
の
分
野
で
は
、
少
人
数
学
級
の
研
究
や
公
共
施
設
情
報
シ
ス
テ
ム
の
重
複
登
録
の
防

止
等
に
つ
い
て
論
議
の
焦
点
と
な
っ
た
ほ
か
、
市
民
病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
も
議
論

が
及
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
各
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
も
併
せ
て
二
〜
六
面
と
八
面
に
ご
紹
介
し

ま
す
（
質
問
を
行
っ
た
議
員
名
と
主
な
項
目
は
七
面
に
掲
載
し
ま
す
）。

議
員

庁
舎
建
設
に
関
し
て

市
民
等
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
聞
く
た
め
、
新
庁
舎
建

設
計
画
懇
話
会
を
設
置
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
発
表
か
ら

締
め
切
り
ま
で
二
週
間
と
い

う
短
い
期
間
で
市
民
委
員
を

募
集
し
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

こ
の
懇
話
会
は

当
初
か
ら
本
年
十
月
の
発
足

を
目
指
し
て
い
た
た
め
、
九

月
初
旬
に
は
市
民
委
員
を
決

定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

議
員

懇
話
会
を
設
置
す
る

必
要
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

懇
話
会
か
ら
の

意
見
を
、
今
後
設
置
す
る
予

定
の
（
仮
称
）
新
庁
舎
建
設

計
画
審
議
会
で
の
検
討
資
料

と
す
る
た
め
に
必
要
と
考
え

て
お
り
、
新
庁
舎
建
設
基
本

構
想
の
策
定
に
も
生
か
し
て

い
き
た
い
。

議
員

懇
話
会
か
ら
の
意
見

は
、い
つ
提
出
さ
れ
る
の
か
。

総
務
部
長

懇
話
会
で
は
来

年
三
月
を
目
途
に
意
見
を
ま

と
め
、
市
長
に
提
出
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

議
員

新
庁
舎
の
建
設
場
所

は
他
の
土
地
利
用
計
画
に
も

影
響
す
る
が
、
場
所
の
決
定

時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

市
長

懇
話
会
等
の
意
見
も

聞
き
、
で
き
れ
ば
今
年
中
に

明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員

建
設
費
の
財
源
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

行
政
総
務
課
長

具
体
的
な

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

庁
舎
建
設
基
金
を
で
き
る
限

り
積
み
立
て
、
建
設
費
の
約

半
分
は
基
金
で
賄
い
、
一
般

財
源
に
影
響
が
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン

本
市
の
対
応
を
問
う

場
所
の
決
定
時
期

行
政
評
価
制
度

段
階
的
に
実
施

大
量
閲
覧
の
禁
止

条
例
制
定
の
考
え
は

第第��次次行行政政改改革革のの推推進進
市民の視点でさらにスリムな行財政運営めざす

協
働
へ
の
取
り
組
み

成
果
と
今
後
の
課
題
尋
ね
る

（�）平成��年（２００５年）��月��日

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

取
扱
要
領
改
正
で
個
人
情
報
の
保
護
強
化

ひらつか議会だより
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不祥事の再発防止を徹底

新
庁
舎
の
建
設
計
画

市
民
委
員
公
募
し
懇
話
会
設
置

第 ��� 号
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